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みんなの
としょかん

市民図書館

http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/
（９２１）４８９６FAX

TEL （９２１）４６４６

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

としょかんカレンダー

●小説　疾風に折れぬ花あり（中村彰彦／著） 辛夷の花（葉室麟／著）
　緑衣のメトセラ（福田和代／著） 虹いくたび（川端康成／著）
　自我の構図（三浦綾子／著)　ままならないから私とあなた（朝井リョウ／著）
　死仮面（折原一／著）　モップの精は旅に出る（近藤史恵／著）
　マチネの終わりに（平野啓一郎／著）　アリスはどこへ行った？（グレゴリー・
　マグワイア／著） アルパカ探偵、街をゆく（喜多喜久／著）

●随筆・詩などの文学　質問老いることはいやですか？（落合恵子／著）
　男の粋な生き方（石原慎太郎／著） これからを生きるあなたに伝えたいこと
　（瀬戸内寂聴、美輪明宏／著） 新・目白雑録（金井美恵子／著）
　女の七つの大罪（林真理子、小島慶子／著）

●その他の本　小さな本の大きな世界（長田弘／著）
　電力自由化で何が変わるか（小澤祥司／著）
　翻訳できない世界のことば（エラ・フランシス・サンダース／著）
　牧野富太郎 ～なぜ花は匂うか～（牧野富太郎／著）
　「伝わる」印刷物の基本ルール（佐々木剛士ほか／著）

（ ）平成28年5月

貸出開始資料から
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民
俗
学
研
究
家
・
佐
々
木
滋
寛
の
水
城
村
顕
彰

　

佐
々
木
滋じ

寛か
ん

は
、
博
多
区
千
代
に
あ
る
松し

ょ
う

源げ
ん

寺じ

の
住
職
で
す
が
（
第
10
代
）、
郷
土
史
家

と
し
て
も
知
ら
れ
る
人
で
す
。
民
俗
学
者
・

柳
田
国
男
に
影
響
を
受
け
、
地
元
に
伝
わ
る

年
中
行
事
や
伝
説
、
芸
能
な
ど
を
精
力
的
に

研
究
し
ま
し
た
。
松
源
寺
の
近
く
に
は
、
苅か

る

萱か
や

道ど
う

心し
ん

と
石い

し
ど
う
ま
る

堂
丸
親
子
の
悲
話
を
伝
え
る
「
石

堂
地
蔵
」
が
あ
り
ま
す
が
、
佐
々
木
滋
寛
は

「
苅
萱
文
庫
」
を
創
設
し
、
昭
和
27
（
１
９
５

２
）
年
８
月
に
は
松
源
寺
に
お
い

て
、
古
今
の
書
物
や
錦
絵
、
玩
具

な
ど
を
集
め
た
「
加
藤
繁し

げ

氏う
じ

誕
生

八
百
廿

に
じ
ゅ
う

年
記
念　

苅
萱
石
堂
丸
展

覧
会
」を
開
い
て
い
ま
す
。

　

太
宰
府
に
も
苅
萱
伝
説
に
因
む

「
苅
萱
の
関
跡
」が
あ
り
ま
す
。
そ

の
縁
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
実

は
滋
寛
住
職
、
戦
後
の
水
城
村

で
の
史
跡
顕
彰
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
水
城
村
の
文
化
財
行
政
に
関

す
る
文
書（「
文
化
財（
元
水
城
村
）

関
係
綴
」）を
見
る
と
、
彼
が
村
の

史
蹟
係
に
宛
て
た
は
が
き
が
残
っ
て
い
ま
す
。

急
な
訪
問
に
対
す
る
詫
び
と
、
好
天
の
中

ゆ
っ
く
り
史
跡
見
物
が
で
き
た
こ
と
が
書
か

れ
、
自
作
の
絵
は
が
き
を
持
ち
込
ん
だ
の
か

「
戒
壇
院
の
絵
は
が
き
も
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
」

と
の
依
頼
も
し
て
い
ま
す
（
昭
和
27
年
２
月

12
日
付
）。
他
に
通
古
賀
の
御み

た田
良よ

し
き
よ清
に
宛
て

て
「
檜ひ

が
き
の
お
う
な

垣
嫗
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
は
が
き
を
送

り
、
檜
垣
嫗
の
古
蹟
を
ぜ
ひ
顕
彰
し
て
ほ
し
い
、

な
に
か
と
加
勢
し
ま
す
、と
書
い
て
い
ま
す（
同

年
１
月
28
日
付
）。
と
こ
ろ
で
御
田
は
太
宰
府

天
満
宮
の
神
職
さ
ん
で
す
が
、
昭
和
25
年
か

ら
同
28
年
、
通
古
賀
の
王お

う

城ぎ

神じ
ん

社じ
ゃ

で
宮
司
を

務
め
る
間
、
水
城
村
役
場
の
書
記
と
し
て
公

民
館
な
ど
の
事
務
を
担
当
し
ま
し
た
。
こ
の

年
は
ち
ょ
う
ど
太
宰
府
天
満
宮
１
０
５
０
年

大
祭
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
に
対
す
る「
加

勢
」の
気
持
ち
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昭
和
25
年
５
月
30
日
文
化
財
保

護
法
が
公
布
さ
れ
、
翌
26
年
２
月

に
は
九
州
大
学
・
福
岡
県
・
文
部

省
が
「
太
宰
府
の
都
制
と
文
化
調
査

会
」
を
設
置
、
水
城
村
役
場
内
に
も

史
蹟
委
員
会
が
発
足
し
ま
す
。
６

月
に
は
大
宰
府
阯あ

と

保
存
委
員
会
が

作
ら
れ
、
27
年
２
月
に
は
そ
れ
を

再
編
す
る
形
で
筑つ

く
し紫

路じ

（
水
城
村
）

史
蹟
保
存
顕
彰
会
が
出
来
ま
し
た
。

顕
彰
会
に
関
す
る
文
書
綴
り
の
中

に
「
水
城
村
史
跡
名
勝
略
図
／
史
跡

名
勝
所
在
地
及
由
緒
」が
あ
り
、佐
々

木
滋
寛
に
よ
る
史
跡
解
説
の
原
稿
が
付
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
水
城
村
の
史
跡
顕

彰
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
役
割
を
果
た
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

研
究
家
と
し
て
の
滋
寛
は
、
描
写
が
冗
長

と
な
ら
な
い
よ
う
常
に
心
掛
け
て
い
た
よ
う
で
、

彼
の
記
し
た
解
説
は
た
い
へ
ん
簡
潔
で
す
。

太
宰
府
市
公
文
書
館　

藤
田　

理
子
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